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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

東日本大震災における東京電力福島第一原発事故は半減期の長い放射性セシウムを大量に放出し、土壌汚染が問

題となっている。本研究では、放射性セシウムに汚染された灰色低地土、淡色黒ボク土の2種類の土壌を使用し、

栽培・野生植物における放射性セシウムの吸収除去効果を明らかにした。ヒマワリ、アマランサス、ソルガム、ソ

バ、ハクサンハタザオ、ナタネ、ホソアオゲイトウ、レンゲによる土壌中の放射性セシウムの吸収除去効果はほと

んどみられなかった。 

 

（１）植物（地上部）による吸収されたCs-137量は淡色黒ボク土では8～139Bq/㎡、灰色低地土では4～80 Bq/㎡であ

った（表1）。 

（２）植物（地上部）による吸収除去率は淡色黒ボク土では 0.005～0.096％、灰色低地土では 0.003～0.037％であっ

た(表1)。 

（３）植物を栽培した前後の土壌中の Cs-137 に対する植物が吸収しやすいといわれている交換性 Cs-137 の割合には大

きな差は見られなかった（図1、2）。 

 

 ２ 期待される効果 

  (1)植物における土壌中の放射性セシウムの吸収除去効果の限界が明らかとなる。  

 

 ３ 活用上の留意点 

（１） 土壌中の交換性カリ含量が 20～80 ㎎/100g 乾土程度である土壌の結果である。 
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ヒマワリ アマランサス ソルガム ナタネ ホソアオゲイトウ ソバ ハクサンハタザオ

栽培前 栽培後

地上部収量 地上部濃度 土壌のCs-137量 地上部のCs-137量 吸収除去率

(g/㎡) （Bq/㎏DW） （Bq/㎡） （Bq/㎡） （%) 
ヒマワリ 1249 68 175000 61 0.035

アマランサス 1693 50 154000 132 0.086
ソルガム 1662 21 208000 70 0.033

ソバ 543 22 158000 20 0.013
ハクサンハタザオ 233 115 212000 27 0.015

ナタネ 341 24 199000 8 0.005
ホソアオゲイトウ 3950 35 158000 139 0.094

ヒマワリ 1156 65 216000 80 0.037
アマランサス 940 84 209000 48 0.023

ソルガム 2492 58 201000 45 0.023
ソバ 836 43 247000 18 0.007

ハクサンハタザオ 218 44 179000 10 0.005
ナタネ 451 8 178000 4 0.002

ホソアオゲイトウ 1400 7 193000 10 0.005
レンゲ 132 33.5 170000 4 0.003

淡色黒ボク土

土壌 品目

灰色低地土

Ⅱ 具体的データ等 

表1 地上部の面積当たりのCs-137の吸収除去率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
吸収除去率（%）= 面積当たりの地上部の 137Cs吸収量/面積当たりの土壌のCs-137量×100 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  図1 淡色黒ボク土における栽培前後の土壌中のCs-137に対する交換性Cs-137の割合(％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 灰色低地土における栽培前後の土壌中のCs-137に対する交換性Cs-137の割合(％) 
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